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新しい競争ルールの在り方に関する作業部会 （第6回）

2007年5月11日

社団法人日本インターネットプロバイダー協会
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日本のインターネット接続サービス市場の特長

1999年に行われたNTTの組織改編において、ＮＴＴ東西地域会社が
営むことのできる業務は県内通信に限定された結果、県間通信とな
るISPサービスは提供できないことになった。
その結果日本でのISP市場においては、ドミナントキャリアがサービス
を提供しないことから、多数のISPによる競争状況となった。なかでも
NTT東西地域会社の地域IP網を利用したブロードバンドサービスで
は、2007年4月現在全国で700社以上のISPがサービスを提供してい
る。
それに加え、NTT東西地域会社のアクセスインフラのアンバンドルによっ
て構築されたADSLインターネット接続を提供する事業者や、CATVイン
ターネット接続サービス各社との競争の結果、日本ではISPレイヤーでの
競争が盛んとなり、世界で最も高速かつ安価なインターネットが実現した。
JAIPAはインターネット接続サービス市場の活性状況を維持するために
は、今後ともこの競争環境の枠組みは続けないといけないと考える。

日本のブロードバンドの進展は競争政策の結果
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インターネットを支えるISPの役割（１）
インターネットは色々なISPが連携して構築し運用
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インターネットを支えるISPの役割（２）
ISPは多岐に渡る役割を担う

インターネットの必須機能の提供

①利用者、サーバーへのIPv4,v6アドレスの付与管理

②インターネット経路制御・運用管理（自律・分散・協調）

③ISP相互接続、海外接続によりインターネットを構築

④インターネットに必須なDNSサーバー等を運営

接続機能提供

①利用者へのインターネットへの接続提供

②企業やコンテンツ事業者への接続提供

アクセス網

プラットフォームレイヤー

コンテンツ・アプリケーションレイ
ヤー

物理網レイヤー

通信サービスレイヤー

ユーザサポート・接続管理
①利用者の登録・管理
②認証・課金・決済
③サポート提供（電話、メール、オンサイト）

安心・安全・セキュリティ提供
①迷惑メール、違法有害情報対策
②ボットネット、DDoS対策など

コンテンツ提供者への決済機能提供

利用者に対する多様なコンテンツ・アプリケーションの提供
メール、ホームページ、ブログ、IP電話、各種コンテンツ提供

一体として提供するのがISPの基本
的提供形態

ワンストップで提供されると便利

セキュリティや
消費者保護の
観点から今後
ますます重要
な機能

サポートのサービスレベル競争がインターネットの普及に貢献した。

ネットワーク提供に
おける基本機能
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ISPにとってキャリアのアクセス網は県間・県内といった地理的区分

に関わらず、今も将来もボトルネック設備（指定電気通信設備）

物理網レイヤー

通信サービスレ
イヤー

プラットフォーム
レイヤー

コンテンツ・アプ
リケーションレイ
ヤー

アクセス網

コア網

プラットフォーム／
サービス基盤

アプリケーション
機能

地域IP網

NGN

クローズドな世界

フレッツ
スクウェ
ア

ASP ASP ASP ASP

ISP ISP

海外

オープンなインターネット

競争

ISPにとっ

てのボトル
ネック

利用者

フレッツ

競争

インターネットの各種コンテンツアプリケーション

ASP:アプリケーション･

サービス・プロバイダー

共存共栄が必要

国内インターネット

レイヤー間の
オープン化が
必要

ISP接続

NTT/NTT以外

のアクセス網アクセス網



6

ネットワークの中立性を確保するための在り方
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まとめ

IP化の時代にあって、距離区分の規制の意味は失われつつ
あるが、ISPにとってアクセス網がボトルネック設備であるこ
とは変わらない。
ＮＧＮのオープン化を担保する競争ルールがないと、ＩＳＰとし
ての事業展開に支障が生じる懸念がある。（アクセス網の
オープン化が必要）
アクセスインフラを持つ事業者によるインターネット接続サー
ビスなど、上位サービスの提供（垂直統合）はISPにとっては
影響が大きい。
キャリアがISPとともに通信インフラの機能を活用し、発展す
るネットワークを作る仕組みが求められる。
多様性はインターネットにおける最も重要な特長のひとつ。
その担保のためには、利用者がISPを自由に選択できること
が重要。
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